
(57)【要約】

【課題】電子内視鏡における撮像素子の出力信号につい

て、駆動信号に基づくノイズの影響を抑制した電子内視

鏡を提供する。

【解決手段】電子内視鏡１０は、撮像素子１３を備える

。撮像素子１３の出力信号を増幅する増幅部１５を備え

る。増幅部１５は、撮像素子１３が内蔵された先端部に

内蔵される。撮像素子１３を駆動する駆動信号の振幅を

検出する振幅検出部２０を備える。振幅検出部２０で検

出された情報に基づいて、増幅部１５の増幅率を変動さ

せる増幅率可変部２１を備える。振幅検出部２０、増幅

率可変部２１はいずれも、先端部に内蔵される。増幅部

１５による増幅された撮像素子１３の出力信号の振幅は

、撮像素子１３を駆動する駆動信号の振幅を上回らない

。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 像 素 子 と 、
　 前 記 撮 像 素 子 の 出 力 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 部 と を 備 え 、
　 前 記 増 幅 部 は 、 前 記 撮 像 素 子 が 内 蔵 さ れ た 先 端 部 に 内 蔵 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 内
視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 撮 像 素 子 を 駆 動 す る 駆 動 信 号 の 振 幅 を 検 出 す る 振 幅 検 出 部 と 、
　 前 記 振 幅 検 出 部 で 検 出 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 増 幅 部 の 増 幅 率 を 変 動 さ せ る 増 幅 率
可 変 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 振 幅 検 出 部 、 前 記 増 幅 率 可 変 部 は い ず れ も 、 前 記 先 端 部 に 内 蔵 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 増 幅 部 に よ る 増 幅 さ れ た 前 記 撮 像 素 子 の 出 力 信 号 の 振 幅 は 、 前 記 撮 像 素 子 を 駆 動 す
る 駆 動 信 号 の 振 幅 を 上 回 ら な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 内 視 鏡 に 関 し 、 特 に 信 号 ケ ー ブ ル 間 の ノ イ ズ の 影 響 を 抑 制 す る 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 子 内 視 鏡 に お け る 撮 像 素 子 と 映 像 信 号 処 理 装 置 と の 間 の 信 号 ケ ー ブ ル の 長 さ に
起 因 す る 信 号 劣 化 を 考 慮 し た 内 視 鏡 又 は 映 像 信 号 処 理 装 置 （ プ ロ セ ッ サ ） が 提 案 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 駆 動 信 号 に つ い て 、 ケ ー ブ ル の 長 さ に よ る 信 号 劣 化 を 考 慮 し た 増 幅 を 行
う プ ロ セ ッ サ を 開 示 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ３ － １ ３ １ ６ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ の 装 置 は 、 信 号 ケ ー ブ ル の 長 さ に 起 因 す る 撮 像 素 子 の 出 力 信 号 の 劣
化 と 、 駆 動 信 号 が 重 畳 す る 撮 像 素 子 の 出 力 信 号 の ノ イ ズ の 影 響 に つ い て は 考 慮 さ れ て い な
い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 本 発 明 の 目 的 は 、 電 子 内 視 鏡 に お け る 撮 像 素 子 の 出 力 信 号 に つ い て 、 駆 動 信
号 に 基 づ く ノ イ ズ の 影 響 を 抑 制 し た 電 子 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 子 内 視 鏡 は 、 撮 像 素 子 と 、 撮 像 素 子 の 出 力 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 部 と を 備
え 、 増 幅 部 は 、 撮 像 素 子 が 内 蔵 さ れ た 先 端 部 に 内 蔵 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 撮 像 素 子 を 駆 動 す る 駆 動 信 号 の 振 幅 を 検 出 す る 振 幅 検 出 部 と 、 振 幅 検 出 部
で 検 出 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 、 増 幅 部 の 増 幅 率 を 変 動 さ せ る 増 幅 率 可 変 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 振 幅 検 出 部 、 増 幅 率 可 変 部 は い ず れ も 、 先 端 部 に 内 蔵 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 増 幅 部 に よ る 増 幅 さ れ た 撮 像 素 子 の 出 力 信 号 の 振 幅 は 、 撮 像 素 子 を
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駆 動 す る 駆 動 信 号 の 振 幅 を 上 回 ら な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 電 子 内 視 鏡 に お け る 撮 像 素 子 の 出 力 信 号 に つ い て 、 駆 動
信 号 に 基 づ く ノ イ ズ の 影 響 を 抑 制 し た 電 子 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 を 用 い て 説 明 す る 。 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 電 子 内
視 鏡 （ 電 子 ス コ ー プ 、 プ ロ ー ブ ） １ ０ は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ １ 、 対 物 レ ン ズ １ ２ 、 撮 像 素 子
１ ３ 、 先 端 基 板 １ ４ 、 増 幅 部 １ ５ 、 駆 動 回 路 １ ６ 、 バ ッ フ ァ 回 路 １ ７ 、 駆 動 信 号 用 ケ ー ブ
ル １ ８ 、 及 び 映 像 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ９ を 有 す る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 対 物 レ ン ズ １ ２ 、 撮 像 素 子 １ ３ 、 先 端 基 板 １ ４ 、 及 び 増 幅 部 １ ５ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の
先 端 部 （ 被 写 体 と 対 向 す る 側 ） に 内 蔵 さ れ る 。 駆 動 回 路 １ ６ 、 及 び バ ッ フ ァ 回 路 １ ７ は 、
電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 が あ る 側 ま た は プ ロ セ ッ サ と 接 続 す る 側 に 内 蔵 さ れ る 。 ラ イ ト ガ
イ ド １ １ は 、 光 源 装 置 （ 不 図 示 ） か ら の 照 明 光 を 誘 導 し て 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部 か ら 被
写 体 に 照 射 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 駆 動 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ８ は 、 駆 動 回 路 １ ６ と 先 端 基 板 １ ４ と を 結 ぶ 信 号 ケ ー ブ ル で 、 撮
像 素 子 １ ３ の 駆 動 信 号 を 伝 達 す る 。 映 像 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ９ は 、 増 幅 部 １ ５ と バ ッ フ ァ 回
路 １ ７ と を 結 ぶ 信 号 ケ ー ブ ル で 、 撮 像 素 子 １ ３ か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号 を 増 幅 部 １ ５ で 増
幅 さ れ た 状 態 で 伝 達 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 撮 像 素 子 １ ３ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 で あ り 、 ラ イ ト ガ イ ド １ １ を 介 し て 照 射 さ れ た
被 写 体 を 、 対 物 レ ン ズ １ ２ を 介 し て 撮 像 す る 。 撮 像 素 子 １ ３ は 、 駆 動 回 路 １ ６ か ら の 駆 動
信 号 に 基 づ い て 駆 動 さ れ る 。 撮 像 素 子 １ ３ に お い て 撮 像 さ れ 出 力 さ れ た 映 像 信 号 は 、 増 幅
部 １ ５ で 増 幅 さ れ た 後 、 バ ッ フ ァ 回 路 １ ７ に 伝 達 さ れ 、 適 当 な タ イ ミ ン グ で 映 像 信 号 処 理
を 行 う プ ロ セ ッ サ （ 不 図 示 ） に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 増 幅 部 １ ５ は 、 撮 像 素 子 １ ３ か ら の 映 像 信 号 出 力 を 増 幅 す る 回 路 で 、 先 端 基 板 １ ４ 上 に
配 置 さ れ る 。 増 幅 率 を 大 き く す る と 、 ケ ー ブ ル 伝 送 の 際 の 熱 損 失 や 、 増 幅 部 １ ５ に お け る
熱 損 失 が 大 き く な る こ と か ら 、 増 幅 後 の 映 像 信 号 の 出 力 電 圧 の 振 幅 が 、 駆 動 信 号 電 圧 の 振
幅 を 上 回 ら な い 程 度 で 、 且 つ 画 像 の ノ イ ズ 重 畳 状 況 と 消 費 電 力 と の 兼 ね 合 い で 決 定 す る の
が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 撮 像 素 子 １ ３ 、 増 幅 部 １ ５ な ど 先 端 部 の 各 部 に は ケ ー ブ ル を 介 し て プ ロ セ ッ サ 側 か ら 供
給 さ れ た 電 圧 Ｖ ｃ ｃ が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 増 幅 部 １ ５ に お け る 映 像 信 号 出 力 の 増 幅 に よ っ て 、 増 幅 さ れ た 映 像 信
号 出 力 と 、 駆 動 信 号 か ら 重 畳 さ れ る ノ イ ズ の 出 力 と の 比 率 を 小 さ く す る こ と が 出 来 、 電 子
内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部 と 、 プ ロ セ ッ サ と 接 続 す る 側 と の 間 の ケ ー ブ ル 伝 送 の 際 の ノ イ ズ 重 畳
の 影 響 を 抑 制 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 駆 動 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ８ 、 及 び 映 像 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ９ が ４ ｍ 、 駆 動 信 号 電 圧 の 振 幅 が
５ ０ ０ ０ ｍ Ｖ ｐ － ｐ 、 撮 像 素 子 １ ３ の 映 像 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 が １ ０ ０ ｍ Ｖ ｐ － ｐ で あ る
場 合 を 具 体 例 と し て 説 明 す る 。 増 幅 部 １ ５ に お け る 増 幅 率 は 、 ５ ０ 倍 、 す な わ ち 増 幅 後 の
映 像 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 が ５ ０ ０ ０ ｍ Ｖ ｐ － ｐ に な る よ う に 設 定 す る 。 駆 動 信 号 に よ る ノ
イ ズ は 駆 動 振 幅 の 約 １ ％ で あ る と す る と 、 振 幅 が 約 ５ ０ ｍ Ｖ の ノ イ ズ が 映 像 信 号 に 重 畳 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 増 幅 部 １ ５ が 従 来 の よ う に 増 幅 率 １ の バ ッ フ ァ 回 路 で あ っ た 場 合 に は 、 １ ０ ０ ｍ Ｖ の 映
像 信 号 出 力 電 圧 振 幅 に 対 し て 約 半 分 の 振 幅 の ノ イ ズ が 重 畳 さ れ る こ と に な る 。 映 像 信 号 は
、 映 像 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ９ の 抵 抗 成 分 に よ っ て 約 ５ ０ ％ の 電 圧 損 失 が 考 え ら れ る た め 、 操
作 部 側 （ プ ロ セ ッ サ と 接 続 す る 側 ） で は 、 映 像 信 号 出 力 電 圧 振 幅 は 約 ５ ０ ｍ Ｖ ま で 低 下 す
る こ と が 考 え ら れ 、 こ の 場 合 、 映 像 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 と 、 重 畳 さ れ る ノ イ ズ の 振 幅 が ほ
ぼ 同 じ に な り 、 ノ イ ズ の 影 響 が 少 な く な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 は 、 増 幅 後 の 映 像 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 （ ５ ０ ０ ０ ｍ Ｖ ） に 対 し て 、
重 畳 さ れ る ノ イ ズ の 振 幅 （ 約 ５ ０ ｍ Ｖ ） が 十 分 に 小 さ い た め 、 増 幅 し な か っ た 場 合 に 比 べ
て ノ イ ズ の 影 響 が 少 な い 。 操 作 部 側 （ プ ロ セ ッ サ と 接 続 す る 側 ） で は 、 映 像 信 号 出 力 電 圧
の 振 幅 は 約 ２ ５ ０ ０ ｍ Ｖ ま で 低 下 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 そ れ で も 、 駆 動 信 号 に よ る ノ
イ ズ 成 分 の 約 ５ ０ ｍ Ｖ と 比 べ て 十 分 に 大 き い た め 、 ノ イ ズ の 影 響 は 少 な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 実 施 形 態 の 構 成 で は 、 最 大 で 約 半 分 の ケ ー ブ ル 損 失 が 発 生 す る 事 が あ り 、 ま た ケ ー
ブ ル 長 に よ る 信 号 反 射 が 発 生 す る こ と が あ る 。 そ の た め 、 映 像 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ９ の 両 端
に 送 信 抵 抗 ａ と 終 端 抵 抗 ｂ を 加 え て 終 端 抵 抗 ｂ に お け る 反 射 を 起 こ さ ず に 信 号 を バ ッ フ ァ
回 路 １ ７ に て 受 信 す る 構 成 が 考 え ら れ る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ の 場 合 反 射 を 起 こ さ な い 条 件 と
し て 送 信 抵 抗 ａ と 終 端 抵 抗 ｂ と は 同 じ 抵 抗 値 で あ り 、 増 幅 部 １ ５ の 出 力 （ 映 像 信 号 出 力 電
圧 の 振 幅 ） は ５ ０ ０ ０ ｍ Ｖ ま で 増 幅 し 、 終 端 抵 抗 ｂ （ バ ッ フ ァ 回 路 １ ７ の 入 力 部 ） に お け
る 映 像 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 は 、 ケ ー ブ ル の 損 失 が 無 い 場 合 は 半 分 の ２ ５ ０ ０ ｍ Ｖ と な る 。
仮 に ケ ー ブ ル 損 失 が ５ ０ ％ と 大 き い 場 合 、 終 端 抵 抗 ｂ に お け る 映 像 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 は
、 更 に 半 分 の １ ２ ５ ０ ｍ Ｖ と な る が 、 ノ イ ズ 成 分 の 振 幅 ： ５ ０ ｍ Ｖ に 対 し て 十 分 大 き い た
め 、 ノ イ ズ の 影 響 を 抑 え た 状 態 で 且 つ 信 号 反 射 を 抑 え る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 第 １ 実 施
形 態 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 構 成 に 加 え て 、 更 に 振 幅 検 出 部 ２ ０ 、 増 幅 率 可 変 部 ２ １ 、 振 幅 情
報 用 ケ ー ブ ル ２ ２ を 有 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 振 幅 検 出 部 ２ ０ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 側 （ プ ロ セ ッ サ と 接 続 す る 側 ） に 内 蔵 さ れ
、 駆 動 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ８ と 接 続 さ れ 、 駆 動 回 路 １ ６ か ら 出 力 さ れ た 駆 動 信 号 出 力 電 圧 の
振 幅 を 検 出 す る 。 増 幅 率 可 変 部 ２ １ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部 に 内 蔵 さ れ 、 増 幅 部 １ ５
と 接 続 さ れ 、 振 幅 検 出 部 ２ ０ で 検 出 さ れ た 駆 動 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 に 基 づ い て 、 増 幅 部 １
５ に お け る 増 幅 率 を 変 動 さ せ る 。 増 幅 率 可 変 部 ２ １ は 、 先 端 基 板 １ ４ 上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 駆 動 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 が 大 き い 時 に は 増 幅 率 が 大 き く 、 駆 動 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 が 小
さ い 時 に は 増 幅 率 が 小 さ く な る よ う に 増 幅 率 を 変 化 さ せ る 。 振 幅 検 出 部 ２ ０ と 増 幅 率 可 変
部 ２ １ と の 間 は 、 振 幅 情 報 用 ケ ー ブ ル ２ ２ で 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 振 幅 情 報 用 ケ ー ブ ル ２
２ は 、 駆 動 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ８ や 、 映 像 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ９ と ほ ぼ 同 じ 長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 駆 動 信 号 電 圧 の 振 幅 の 変 化 に 追 従 し て 、 増 幅 部 １ ５ に お け る 増 幅 率
を 変 化 さ せ る こ と が 出 来 る た め 、 常 に 増 幅 後 の 映 像 信 号 出 力 電 圧 の 振 幅 と 、 駆 動 信 号 に 基
づ く ノ イ ズ の 振 幅 と の 比 （ ノ イ ズ 比 ） が 一 定 し た 状 態 で 映 像 信 号 出 力 を プ ロ セ ッ サ に 出 力
す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 第 ３ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 電 子 内
視 鏡 １ ０ の 操 作 部 側 （ プ ロ セ ッ サ と 接 続 す る 側 ） に 内 蔵 さ れ て い た 振 幅 検 出 部 ２ ０ が 、 電
子 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部 に 内 蔵 さ れ る 点 で 異 な る 。 振 幅 検 出 部 ２ ０ は 、 先 端 基 板 １ ４ 上 に 配
置 さ れ 、 振 幅 検 出 部 ２ ０ と 増 幅 率 可 変 部 ２ １ と は 先 端 基 板 １ ４ 上 で 配 線 さ れ る こ と に な り
、 振 幅 情 報 用 ケ ー ブ ル ２ ２ は 不 要 と な る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 こ れ に 伴 い 、 振 幅 情 報 用 ケ ー ブ ル ２ ２ を 、 駆 動 信 号 用 ケ ー ブ ル １ ８ や 、 映 像 信 号 用 ケ ー
ブ ル １ ９ の よ う に 長 く 設 定 す る 必 要 が な い た め 、 振 幅 情 報 用 ケ ー ブ ル ２ ２ を 介 し た 駆 動 信
号 出 力 電 圧 の 振 幅 の 情 報 を 伝 達 す る 信 号 の 減 衰 を 考 慮 す る 必 要 が 無 い 。 ま た 、 駆 動 信 号 は
、 駆 動 回 路 １ ６ か ら 先 端 基 板 １ ４ を 介 し て 撮 像 素 子 １ ３ に 送 信 さ れ る ま で の 間 の 、 駆 動 信
号 用 ケ ー ブ ル １ ８ の 中 で 、 ケ ー ブ ル の 経 時 変 化 や 特 性 変 化 に よ っ て 変 動 す る が 、 第 ３ 実 施
形 態 で は 、 こ れ ら の 変 動 要 素 を 考 慮 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 振 幅 情 報 用 ケ ー ブ ル ２ ２ の 分 だ け 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部
か ら 操 作 部 側 （ プ ロ セ ッ サ と 接 続 す る 側 ） と の 間 を 結 ぶ ケ ー ブ ル 径 を 大 き く す る 必 要 が あ
っ た が 、 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 こ の 必 要 も 無 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る 電 子 内 視 鏡 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 電 子 内 視 鏡 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 電 子 内 視 鏡 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る 信 号 反 射 を 抑 え た 電 子 内 視 鏡 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ ０ 　 電 子 内 視 鏡
　 １ １ 　 ラ イ ト ガ イ ド
　 １ ２ 　 対 物 レ ン ズ
　 １ ３ 　 撮 像 素 子
　 １ ４ 　 先 端 基 板
　 １ ５ 　 増 幅 部
　 １ ６ 　 駆 動 回 路
　 １ ７ 　 バ ッ フ ァ 回 路
　 １ ８ 　 駆 動 信 号 用 ケ ー ブ ル
　 １ ９ 　 映 像 信 号 用 ケ ー ブ ル
　 ２ ０ 　 振 幅 検 出 部
　 ２ １ 　 増 幅 率 可 変 部
　 ２ ２ 　 振 幅 情 報 用 ケ ー ブ ル
　 ａ 　 送 信 抵 抗
　 ｂ 　 終 端 抵 抗
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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